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【２．道　路】

１．歩道（全般）
別表第６
整　１項→P169
望　１項→P170

解説

解説表

基本的な考え方

参考図書

２
．
道
路　

１
．
歩
道
（
全
般
）

高齢者、障害者等の移動の円滑を図る観点から、車道と分離して歩道を設置しなければなりません。

そのとき歩道の有効幅員は原則２m 以上必要です。

整備内容 ●　整備基準 ◎　望ましい基準

①歩車道の分離 歩道には縁石線を設置。 同左。

②有効幅員の確保 原則として200㎝以上。 200㎝以上。

③縦断勾配
５%以下。（地形の状況等により、やむ
を得ない場合は８%以下）

同左。

④横断勾配
２%以下。（平坦で滑りにくく、水はけ
の良い仕上げ。）

１%以下。（雨水を地下に円滑に浸透さ
せることが出来る構造。平坦で滑りに
くく、水はけの良い仕上げ。）

⑤排水溝の蓋の形状
歩道に設ける排水溝の蓋は、車いすの
車輪や杖の先等が引っかからない形状。

同左。

⑥ 歩道上の設置物の
配慮

歩道上の標識柱・街灯柱等は、可能な
限り共架して整理統合し、歩道の有効
幅員を確保。

同左。

改訂版「道路の移動円滑化整備ガイドライン」監修／国土交通省道路局企画課

○ 基本として、歩道は道路法第30条で定める道路の構造の技術的基準に従って設け、次に定める構造とす

ること。

　 ただし、バリアフリー新法第２条第21項に規定する重点整備地区においては、道路移動等円滑化基準に

定めるところによる。

◆ 歩道の規定は、全般にわたって道路法第30条で定める道路の構造の技術的基準に従った構造について定

めています。
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２．４. 整備基準等の解説

○印…整備基準及び望ましい基準　/　●印…整備基準　/　◎印…望ましい基準　/　無印…参考寸法等

２
．
道
路　

１
．
歩
道
（
全
般
）

○有効幅員原則200㎝以上
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【２．道　路】

２．歩道と車道が接続する部分で
　　歩行者が通行する部分

別表第６
整　２項→P169
望　２項→P170

解説

解説表

基本的な考え方

参考図書

２
．
道
路　

２
．
歩
道
と
車
道
が
接
続
す
る
部
分
で
歩
行
者
が
通
行
す
る
部
分

改訂版「道路の移動円滑化整備ガイドライン」監修／国土交通省道路局企画課
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○印…整備基準及び望ましい基準　/　●印…整備基準　/　◎印…望ましい基準　/　無印…参考寸法等

２
．
道
路　

２
．
歩
道
と
車
道
が
接
続
す
る
部
分
で
歩
行
者
が
通
行
す
る
部
分

２．４. 整備基準等の解説
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【２．道　路】

３．歩道を横断する車両出入口
別表第６
整　３項→P169
望　３項→P170

解説

解説表

基本的な考え方

参考図書

２
．
道
路　

３
．
歩
道
を
横
断
す
る
車
両
出
入
口

改訂版「道路の移動円滑化整備ガイドライン」監修／国土交通省道路局企画課
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○印…整備基準及び望ましい基準　/　●印…整備基準　/　◎印…望ましい基準　/　無印…参考寸法等

２
．
道
路　

３
．
歩
道
を
横
断
す
る
車
両
出
入
口

２．４. 整備基準等の解説



改訂版「道路の移動円滑化整備ガイドライン」監修／国土交通省道路局企画課
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【２．道　路】

４．視覚障害者用床材
別表第６
整　４項→P169
望　４項→P170

解説

解説表

基本的な考え方

参考図書

参考

２
．
道
路　

４
．
視
覚
障
害
者
用
床
材

整備内容 ●　整備基準 ◎　望ましい基準

①設置義務
公共交通機関の旅客施設等と視覚障害
者の利用の多い施設とを結ぶ歩道等に
必要に応じて連続して敷設。

同左。

②識別性の確保
黄色その他の周囲の路面との輝度比が
大きいこと等により当該ブロック部分
を容易に識別できる色。

同左。

③標準形状の設定
30㎝角を標準とし、形状はJIS T9251に
適合。

同左。
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○印…整備基準及び望ましい基準　/　●印…整備基準　/　◎印…望ましい基準　/　無印…参考寸法等

２
．
道
路　

４
．
視
覚
障
害
者
用
床
材

２．４. 整備基準等の解説
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【２．道　路】

５．立体横断歩道施設
別表第６
整　５項→P169
望　５項→P171

解説

解説表

基本的な考え方

参考図書

２
．
道
路　

５
．
立
体
横
断
歩
道
施
設　

改訂版「道路の移動円滑化整備ガイドライン」監修／国土交通省道路局企画課

○ バリアフリー新法第２条第21項に規定する重点整備地区においては、重点整備地区道路構造基準に定め

るところによる。

高齢者、障害者等の移動の円滑化のために必要であると認められる箇所に、高齢者、障害者等の円滑な

移動に適した構造を有する立体横断施設を設けるものとします。移動円滑化された立体横断施設にはエレ

ベーターを設けるものとします。ただし、昇降の高さが低い場合その他の特別の理由によりやむを得ない

場合においては、エレベーターに変えて傾斜路を設けることができます。

整備内容 ●　整備基準 ◎　望ましい基準

①手すりの設置 両側に二段式の手すりを設置。 同左。

②回り段の回避 回り階段以外の構造。 同左。

③表面の仕上げ 平坦で滑りにくく、水はけの良い仕上げ。同左。

④段の構造
けあげ15㎝、踏面30㎝を標準、けこみ２
㎝以下。

同左。

⑤照明 照明を設置。 同左。

⑥エレベーター
駅前広場等の横断歩行者が多い場所に
は、必要に応じてエレベータ又は傾斜
路を設置。

同左。

⑦エスカレーター 必要に応じてエスカレーターを設置。

二段式の手すりを両側に連続して設け、手すりの端部

付近には通路の通ずる場所を示す点字をはり付けることが必要です。



9797

○印…整備基準及び望ましい基準　/　●印…整備基準　/　◎印…望ましい基準　/　無印…参考寸法等

２
．
道
路　

５
．
立
体
横
断
歩
道
施
設

２．４. 整備基準等の解説
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【２．道　路】

６．視覚障害者用信号機 別表第６
望　８項→P171

解説

解説表

基本的な考え方

２
．
道
路　

６
．
視
覚
障
害
者
用
信
号
機
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○印…整備基準及び望ましい基準　/　●印…整備基準　/　◎印…望ましい基準　/　無印…参考寸法等

２
．
道
路　

６
．
視
覚
障
害
者
用
信
号
機

２．４. 整備基準等の解説
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【２．道　路】

７．乗車場
別表第６
整　６項→P169
望　６項→P171

解説

解説表

基本的な考え方

参考図書

２
．
道
路　

７
．
乗
車
場

改訂版「道路の移動円滑化整備ガイドライン」監修／国土交通省道路局企画課
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○印…整備基準及び望ましい基準　/　●印…整備基準　/　◎印…望ましい基準　/　無印…参考寸法等

２
．
道
路　

７
．
乗
車
場

２．４. 整備基準等の解説
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【２．道　路】

８．案内表示
別表第６
整　７項→P170
望　７項→P171

解説

解説表

基本的な考え方

参考

２
．
道
路　

８
．
案
内
表
示

「2

「2
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○印…整備基準及び望ましい基準　/　●印…整備基準　/　◎印…望ましい基準　/　無印…参考寸法等

２
．
道
路　

８
．
案
内
表
示

２．４. 整備基準等の解説
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【２．道　路】

９．休憩所 別表第６
望　９項→P171

解説

解説表

基本的な考え方

２
．
道
路　

９
．
休
憩
所
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○印…整備基準及び望ましい基準　/　●印…整備基準　/　◎印…望ましい基準　/　無印…参考寸法等

２
．
道
路　

９
．
休
憩
所

２．４. 整備基準等の解説
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【３．公　園】

１．出入口
別表第７
整　１項→P171
望　１項→P172

解説

解説表

基本的な考え方

３
．
公
園　

１
．
出
入
口

車いす使用者の移動の支障となる段を設

けないこととし、やむを得ない場合は傾

斜路（４．傾斜路に規定）を設置。

歩道等（園外）と園内に高低差がある場合は、車いす使用者が通過する際に支障となる段を設けないこ

とを原則として求めており、地形の状況その他の理由によりやむを得ず段を設ける場合は、４．傾斜路

にて規定している構造の傾斜路を併設することを求めています。
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○印…整備基準及び望ましい基準　/　●印…整備基準　/　◎印…望ましい基準　/　無印…参考寸法等

３
．
公
園　

１
．
出
入
口

２．４. 整備基準等の解説

段差を設けない
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【３．公　園】

２．園　路
別表第７
整　２項→P171
望　２項→P173

解説表

基本的な考え方

３
．
公
園　

２
．
園
路

整備内容 ●　整備基準 ◎　望ましい基準

①有効幅員の確保

180㎝以上。やむを得ない場合は、120

㎝以上とし、この場合、主要園路につい

ては、通路の末端付近の広さを車いすの

転回に支障がないものとし、かつ、50ｍ

以内ごとに車いすが転回することが可能

な広さを確保。

180㎝以上。

②勾配の制限

　（縦断勾配）
縦断勾配は原則として４%以下。 同左。

③ 最大でも8.0%以下。 同左。

④
また、縦断勾配が50ｍ以上続く場合は途

中に150㎝以上の水平部分を設置。
同左。

⑤

また、縦断勾配が４%を超える場合は傾

斜路の両端に180㎝以上の水平部分を設

け、かつ少なくとも片側に手すりを設け

て、手すりには、斜路の両端から50㎝

以上の水平部分を設置。

同左。

⑥勾配の制限

　（横断勾配）
１%以下。やむを得ない場合は２%以下。 同左。

⑦舗装面の処理 滑りにくい仕上げとすること。 同左。

⑧ 排水溝の蓋等の安

全性の確保

園路を横断する排水溝には蓋掛けをし、

格子蓋、マンホール等は可能な限り園路

と同一レベルに設け、排水穴の大きさは

車いすの車輪や杖の先等が引っかからな

い形状。

同左。

⑨縁石の切り下げ
幅120㎝以上、段差２㎝以下とし、すり

つけ勾配は10%以下。
同左。

⑩転落防止措置 危険落下防止用の縁石は高さ10㎝以上。 同左。

⑪段差の解消

車いす使用者の移動の支障となる段を設

けないこととし、やむを得ず主要園路に

段を設ける場合は傾斜路（４．傾斜路に

規定）を設置。

同左。



109109

○印…整備基準及び望ましい基準　/　●印…整備基準　/　◎印…望ましい基準　/　無印…参考寸法等

解説

３
．
公
園　

２
．
園
路

２．４. 整備基準等の解説

以下」「横断勾配は１%以下」とすることを原則として求めており、最大でも縦断勾配はすりつけ勾配

より緩やかな「8.0%以下」、横断勾配は「2.0%以下」とするよう規定してます。

両側に手すりを設けることを求めています。



◆ 「段の構造」は、より安全性が高まるよう、建築物の階段と同様の「けあげ・踏面の寸法規定」に加

えて「けこみの寸法」及び「同一階段でのけあげ・踏面・けこみの寸法一定化」を求めており、さら

110110

【３．公　園】

３．階　段
別表第７
整　３項→P171
望　３項→P173

解説

解説表

基本的な考え方

３
．
公
園　

３
．
階
段

整備内容 ●　整備基準 ◎　望ましい基準

①段の構造

けあげ16㎝以下、踏面30㎝以上、けこみ
２㎝以下、有効幅員90㎝以上でかつ同一
階段では、けあげ・踏面・けこみの寸法
一定。突き出しのない段鼻であること。

同左。

②
また、路面は降雨時においても滑りにく
い材料で仕上げ、かつ踏面と段鼻の段差
がないこと。

同左。

③踊場の設置
階段高さ2.5ｍ以内ごとに踏幅1.2ｍ以上
の段差のない踊場を設置。

同左。

④手すりの設置
少なくとも片側に設置し、特に幅の広い
場合は中間にも設置。ただし、主要動線
の階段には両側に設置。

同左。

⑤手すりの仕様
階段の両端部から50㎝以上水平部分を設
置。

同左。

⑥
取付高さは大人用80㎝、子ども用60㎝
を標準とし、その端部付近に、階段に通
ずる場所を示す点字を貼付。

同左。

⑦水平部分の確保
階段の両端には120㎝以上の水平部分を
設置。

同左。

⑧ 立ち上がり部の設
置

階段の両側に立ち上がり部を設置。ただ
し、側面が壁面の場合はこの限りでない。

同左。

⑨ 主要動線としての
階段

主要動線としての階段には、迂回するた
めの傾斜路を設置。設置が困難な場合は、
エレベーター、エスカレーター等を設け
る。

同左。

3



◆「踊場」を設置する場合は、水が溜まらないように排水に留意することが必要です。

　に「段鼻」についても降雨時の配慮も含めた整備を求めています。

◆ 「高さ2.5ｍの階段」を「けあげ16㎝、踏面30㎝」程度で設けた場合、「段数16段、水平長さ4.5ｍ」程度

の階段になります。

◆ 「手すりの設置」については、少なくとも片側に設置することを求め、さらに安全性を高めるため、特

に幅が広い場合は中間にも設置することを求めています。また、主要動線の園路には両側に手すりを設

置することを求めています。

◆「手すりの仕様」で大人用と子ども用の２種類の取付高さを規定していますが、どちらかを採用すると

111111

○印…整備基準及び望ましい基準　/　●印…整備基準　/　◎印…望ましい基準　/　無印…参考寸法等

３
．
公
園　

３
．
階
段

２．４. 整備基準等の解説
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【３．公　園】

４．傾斜路（主要動線）
別表第７
整　４項→P172
望　４項→P173

解説

解説表

基本的な考え方

３
．
公
園　

４
．
傾
斜
路
（
主
要
動
線
）

整備内容 ●　整備基準 ◎　望ましい基準

①有効幅員の確保
120㎝以上。階段又は段に併設する場合

は90㎝以上。
同左。

②勾配の制限
縦断勾配は原則として４%以下、最大で

も8.0%以下。
同左。

③
高さ75㎝以内ごとに踏幅150㎝以上の水

平部を設置。
同左。

④

また、縦断勾配が４%を超える場合は傾

斜路の終始部に180㎝以上の水平部分を

設け、手すりは傾斜路の終始点より50㎝

以上水平部分を設置。

同左。

⑤ 横断勾配は設けないこと。 同左。

⑥舗装面の処理 路面は滑りにくい仕上げとすること。 同左。

⑦ 手すりの連続性の

確保

両側に手すりを設け、方向の変わる場

合でも途切れさせないこと。
同左。

⑧ 立ち上がり部の設

置

傾斜路の両側に立ち上がり部を設置。た

だし、側面が壁面の場合はこの限りでな

い。

同左。

○傾斜路の基準は、主要動線に階段又は段に変わって設置、又は階段等に併設される。

公園における基準の対象となる傾斜路とは「主要動線に階段又は段に代わって設置、又は階段等に併設

される傾斜路」です。ただし当該傾斜路については設置義務を課しています。

3
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○印…整備基準及び望ましい基準　/　●印…整備基準　/　◎印…望ましい基準　/　無印…参考寸法等

３
．
公
園　

４
．
傾
斜
路
（
主
要
動
線
）

２．４. 整備基準等の解説

水が溜まらないように排水に留意する

【立ち上がり部の構造】
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【傾斜路の例】
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【３．公　園】

５．視覚障害者用床材等
別表第７
整　５項→P172
望　５項→P173

解説

解説表

基本的な考え方

３
．
公
園　

５
．
視
覚
障
害
者
用
床
材
等

高齢者、障害者等が安全に移動できるよう、転落のおそれのある場所において、危険防止のための措置

をとることが必要になります。

○ 高齢者、障害者等が転落するおそれのある場所には、さく、視覚障害者用床材その他の高齢者、障害

者等の転落を防止するための設備を設けることとし、視覚障害者床材の基準は以下のとおりとする。

整備内容 ●　整備基準 ◎　望ましい基準

①色

原則として、黄色。これによりがたい

場合は、周囲の部分の色と明度差の大

きい色とする。

同左

②大きさ
縦30㎝、横30㎝。形状は、JIST9251に

適合するものを標準とする。
同左

◆ 出入り口や通路等に近接して崖などがある場合は、特に転落等の危険性が高いため、視覚障害者用床

材やさく等を設置して安全性を確保することが必要です。
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○印…整備基準及び望ましい基準　/　●印…整備基準　/　◎印…望ましい基準　/　無印…参考寸法等

３
．
公
園　

５
．
視
覚
障
害
者
用
床
材
等

２．４. 整備基準等の解説



【野外テーブルの設計例①】
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【３．公　園】

６．野外テーブル
別表第７
整　６項→P172
望　６項→P173

解説

解説表

基本的な考え方

３
．
公
園　

６
．
野
外
テ
ー
ブ
ル



【野外テーブルの設計例②】

������� �������� �������
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○印…整備基準及び望ましい基準　/　●印…整備基準　/　◎印…望ましい基準　/　無印…参考寸法等

３
．
公
園　

６
．
野
外
テ
ー
ブ
ル

２．４. 整備基準等の解説
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【３．公　園】

７．飲用水栓
別表第７
整　７項→P172
望　７項→P173

解説

解説表

基本的な考え方

３
．
公
園　

７
．
飲
用
水
栓

3 6

10. 6（建築物の）
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○印…整備基準及び望ましい基準　/　●印…整備基準　/　◎印…望ましい基準　/　無印…参考寸法等

３
．
公
園　

７
．
飲
用
水
栓

２．４. 整備基準等の解説
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【３．公　園】

８．手洗場
別表第７
整　８項→P172
望　８項→P173

解説

解説表

基本的な考え方

３
．
公
園　

８
．
手
洗
場

○手洗場の基準は、公園内に手洗場を設ける場合、そのうち１以上に適用される。

◆ 公園内に整備される手洗場のうち、一つ以上は車いす使用者でも近づきやすく、高齢者、障害者等が

利用しやすいよう、形状等に配慮することを求めています。

車いす使用者の手洗場へのアクセス及

び利用に配慮した配置・構造とするこ

と。
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○印…整備基準及び望ましい基準　/　●印…整備基準　/　◎印…望ましい基準　/　無印…参考寸法等

３
．
公
園　

８
．
手
洗
場

２．４. 整備基準等の解説



場合、そのうち１以上に適用される。

◆ 車いす使用者用駐車施設の設置数について定めており、基準に基づき、算定すると以下のとおりとなり

ます。

、そのうち１以上に適用される。

122122

【３．公　園】

９．駐車場（車いす使用者用駐車施設）
別表第７
整　９項→P172
望　９項→P173

解説

解説表

基本的な考え方

３
．
公
園　

９
．
駐
車
場（
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
）

整備内容 ●　整備基準 ◎　望ましい基準

①設置数

当該駐車場の全駐車台数が200以下の場
合は、全駐車台数に50分の１を乗じて得
た数以上、200以上の場合は、全駐車台
数に100分の１を乗じて得た数に２を加
えた数以上。

同左。

②設置位置等

公園出入口や建造物間近の車動線を横断
しない位置で、かつ可能な限り勾配の少
ないところに設置し、車いす使用者であ
る旨を見やすい方法により表示。

同左。

③アクセス等の確保
歩道や園地から支障なく出入りできるこ
と。

同左。

④施設の寸法

ドアやトランクを全開でき車いすと自動
車との乗り換えが容易に行えるよう、幅
350㎝以上、奥行き500㎝以上のスペー
スを確保。

同左。

⑤
車いす使用者用駐車施設の後部には幅
135㎝以上の安全路を設置。

同左。

駐車場の規模（台） 必要数

   ～ 50
 51～100
101～150
151～200
201～300
301～400

１
２
３
４
５
６

3③
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○印…整備基準及び望ましい基準　/　●印…整備基準　/　◎印…望ましい基準　/　無印…参考寸法等

３
．
公
園　

９
．
駐
車
場（
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
）

２．４. 整備基準等の解説
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【３．公　園】

10．休憩所等

11．管理事務所

別表第７
整　10項→P172
望　10項→P173
整　11項→P172
望　11項→P173

解説表

基本的な考え方

３
．
公
園　

10
．
休
憩
所
等
・
11
．
管
理
事
務
所

高齢者や障害者等も立ち寄りやすい位置に設置し、利用しやすい施設づくりの工夫が必要となります。

整備内容 ●　整備基準 ◎　望ましい基準

①出入口の構造等
幅は120㎝以上。ただし、やむを得ない

場合は80㎝以上。
同左

②

車いす使用者の移動の支障となる段を

設けないこととし、やむを得ない場合

は傾斜路（４．傾斜路に規定）を設置。

同左

③
戸を設ける場合は、幅80㎝以上とし、

容易に開閉し、通過出来る構造とする。
同左

④ カウンターの構造

等

１以上は車いす利用者の円滑な利用に

適した構造であること。ただし、常時

勤務する者が容易にカウンターの前に

出て対応出来る場合はこの限りではな

い。

同左

⑤広さ
車いす利用者の円滑な利用に適した広

さの確保。
同左

⑥ 施設内便所の構造

等

不特定多数の者が利用、又は主に高齢

者、障害者等が利用する便所の１以上

は、12．便所の基準に適合するものを

設置。

同左

○休憩所の基準は、公園内に休憩所等を設ける場合、そのうち１以上に適用される。

○管理事務所の基準は、公園内に管理事務所を設ける場合に適用される。
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○印…整備基準及び望ましい基準　/　●印…整備基準　/　◎印…望ましい基準　/　無印…参考寸法等

解説

３
．
公
園　

10
．
休
憩
所
等
・
11
．
管
理
事
務
所

２．４. 整備基準等の解説

◆休憩所等については、設置する場合、そのうち１以上は車いす使用者等に配慮することを求めています。

◆管理事務所については、設置する場合、車いす使用者等に配慮することを求めています。

◆ 「３．６．野外テーブル」など「休憩場所」と判断できるものと別項目で規定しているのは、「休憩所等」

とは例えば「レストハウス」など「施設・建築物」を想定しているためです。したがって、施設へのア

クセスや施設内での移動に対する配慮としては、建築物に対する基準に準ずることが該当すると考えま

す。

◆ 「120㎝」とは、車いすで通行しやすく、人が横向きになれば車いすとすれ違え、松葉杖使用者が円滑

に通過できる幅です。

◆「80㎝」とは車いすの通過に支障がない幅です。

◆ 車いす使用者が通過する際に支障となる段を設けないことを原則として求めており、地形の状況その他

の理由によりやむを得ず段を設ける場合は、４．傾斜路にて規定している構造の傾斜路を併設すること

を求めています。

◆ 車いす利用者の円滑な利用に適したカウンターの構造とは、筆記や対話などに考慮し、カウンター下部

にひざが入る程度のスペースを設けられたものなどです。

◆車いす利用者の円滑な利用に適した広さとは、車いす使用者の回転等を考慮した広さです。

◆ 基準を適用した休憩所等にて、不特定数多数の者及び主に高齢者、障害者等が利用する便所のうち、１

以上は12．便所の基準に適合させることを求めています。

○車いす使用者の円滑な利用に適した広さ

○段を設けない

　やむを得ない場合は傾斜路を併設

○出入り口の有効幅120㎝以上

　やむを得ない場合は80㎝以上

○車いす使用者の円滑な利用に適した広さ

出典： ユニバーサルデザインによるみんなのための公園づくり～都市公

園の移動円滑化整備ガイドラインの解説～
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【３．公　園】

12．便所（福祉型便房）
別表第７
整　12項→P172
望　12項→P173

解説表

基本的な考え方

３
．
公
園　

12
．
便
所
（
福
祉
型
便
房
）

整備内容 ●　整備基準 ◎　望ましい基準

①床の構造
　（便所全般）

床の表面は滑りにくい仕上げとするこ
と。

同左。

②男子用小便器
　（便所全般）

一以上は、手すり付きストール型（床置
式）とすること。

同左。

③ 出入口の構造等
　 （福祉型便房が設

けられた便所及び
福祉型便房）

幅は90㎝以上。 同左。

④
車いす使用者の移動の支障となる段を設
けないこととし、やむを得ない場合は傾
斜路（4．傾斜路）を設けること。

同左。

⑤

戸を設ける場合は、原則として幅90㎝以
上の引き戸又は外開き戸とし、車いす使
用者等が容易に開閉し、通過できる構造
とすること。

同左。

⑥案内表示
　 （福祉型便房が設

けられた便所及び
福祉型便房）

福祉型便房のある便所及び福祉型便房で
ある旨を見やすい方法により表示。

同左。

⑦便器の仕様
　（福祉型便房）

腰掛便座及び手すりが設けられているこ
と。

同左。

⑧水栓器具の仕様等
　（福祉型便房）

容易に操作できるもの。 同左。

⑨便房の大きさ
　（福祉型便房）

車いす使用者の出入り及び転回が可能な
ものとし、間口・奥行きともに200㎝以
上を標準。

同左。

⑩便器等の配置
　（福祉型便房）

便器その他の機器は、車いす使用者動作
上支障のないよう配置。

同左。
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福祉型便房の例１ 福祉型便房の例

〇有効幅90cm以上

〇有効幅

90cm以上

280cm

握り手はドア内側の

左右両側に設置すること

が望ましい

温水設備の設置が望ましい

2
2
0
c
m

手荷物を置ける棚など

のスペースを確保

小型手洗い器を設ける

ことが望ましい

70cm～75cm

280cm

フック

折りたたみ式

おむつ交換シート

の設置が望ましい

姿見鏡の設置が望ましい

汚物流し

フック

紙巻器は片手で切れるものとし、便器に

腰掛けた状態と便器に移乗しない状態の

双方から届くものとする

手荷物を置ける棚などのスペースを確保

（紙巻器の上部を棚として活用した例）

200cm

ドア開閉盤

〇案内表示

フック

70cm以上

乳児用おむつ

交換シート

ドア開閉盤

2
0
0
c
m

2
0
0
c
m 〇
手
す
り
の
間
隔

7
0
c
m
～

7
5c
m

〇可動式手すり

福祉型便房の例２
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○印…整備基準及び望ましい基準　/　●印…整備基準　/　◎印…望ましい基準　/　無印…参考寸法等

解説

３
．
公
園　

12
．
便
所
（
福
祉
型
便
房
）

２．４. 整備基準等の解説

建築物での当該構造等の規定と比較すると、便房出入口の有効幅員は「建築物：80㎝以上」→「公園：

90㎝以上」、同戸の構造は「建築物：車いす使用者が円滑に開閉して通過可能」→「公園：引き戸又は

外開き戸等」というように、「ゆとりある寸法規定・具体的な整備方法規定」を行っています。

これらはいずれも、「独立して設置されることの多い公園便所は設計の自由度が高い」という判断や、「憩

いの場である公園としては特に快適性を確保する必要がある」との判断によります。



◆ 案内表示における高齢者、障害者等の円滑な利用に適した構造とは、接近しやすい位置、見やすい高さ

等の構造とすることが挙げられます。

◆ 案内表示における表示された内容が容易に識別できるものとは、文字の大きさ、明度、色相又は彩度等

に配慮したものが挙げられます。

128128

【３．公　園】

13．案内表示
別表第７
整　13項→P172
望　13項→P174

解説

解説表

基本的な考え方

３
．
公
園　

13
．
案
内
表
示

整備内容 ●　整備基準 ◎　望ましい基準

① 案内板の設置 公園の出入り口等に必要に応じて設置。 同左。

②案内板の構造
高齢者、障害者等の円滑な利用に適した
構造とすること。

同左。

③
表示された内容が容易に識別できるもの
とすること。

同左。

④ 視覚障害者用案内
板の設置

公園の出入り口等のうち、主要な箇所に
設置。

⑤ 視覚障害者用案内
板の構造

点字表示や文字や記号の彫り込み表示。

⑥ できるだけ大きな文字、鮮明な色の対比。

⑦ 必要に応じ盲導鈴等を設置。
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【案内表示の例】
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○印…整備基準及び望ましい基準　/　●印…整備基準　/　◎印…望ましい基準　/　無印…参考寸法等

３
．
公
園　

13
．
案
内
表
示

２．４. 整備基準等の解説
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【３．公　園】

14．屋根付き広場
別表第７
整　14項→P172
望　14項→P174

解説表

基本的な考え方

３
．
公
園　

14
．
屋
根
付
き
広
場

解説

屋根付き広場は、広場の上空を屋根で覆った建築物があり、壁がないため周辺と一体的に広場として利用

される施設です。雨天時にも広場の利用が可能であり、日陰のある休憩スペースとしても利用される施設

であることから、高齢者、障害者等の利用に配慮する必要があります。

○屋根付き広場の基準は、公園内に屋根付き広場を設ける場合、そのうち１以上に適用される。

整備内容 ●　整備基準 ◎　望ましい基準

①出入口の構造等
幅は120㎝以上。ただし、やむを得な

い場合は80㎝以上。
同左。

②

車いす使用者の移動の支障となる段を

設けないこととし、やむを得ない場合は

傾斜路（４．傾斜路に規定）を配置。

同左。

③広さ
車いす利用者の円滑な利用に適した広

さの確保。
同左。

◆ 屋根付き広場については、設置する場合、そのうち１以上は車いす使用者等に配慮することを求めてい

ます。

◆ 「120㎝」とは、車いすで通行しやすく、人が横向きになれば車いすとすれ違え、松葉杖使用者が円滑

に通過できる幅です。

◆「80㎝」とは車いすの通過に支障がない幅です。

◆ 車いす使用者が通過する際に支障となる段を設けないことを原則として求めており、地形の状況その他

の理由によりやむを得ず段を設ける場合は、４．傾斜路にて規定している構造の傾斜路を併設すること

を求めています。

◆車いす利用者の円滑な利用に適した広さとは、車いす使用者の回転等を考慮した広さです。
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○印…整備基準及び望ましい基準　/　●印…整備基準　/　◎印…望ましい基準　/　無印…参考寸法等

３
．
公
園　

14
．
屋
根
付
き
広
場

２．４. 整備基準等の解説
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【３．公　園】

15．野外劇場

16．野外音楽堂

別表第７
整　15項→P172
望　15項→P174
整　16項→P172
望　16項→P174

解説表

基本的な考え方

３
．
公
園　

15
．
野
外
劇
場
・
16
．
野
外
音
楽
堂

野外劇場・野外音楽堂は、高齢者、障害者等が座席まで円滑に到達し、観覧できるよう配慮する必要があ

ることから、出入口や通路の幅を確保するとともに、車いす使用者用観覧スペースを設けます。

○野外劇場の基準は、公園内に野外劇場を設ける場合に適用される。

○野外音楽堂の基準は、公園内に野外音楽堂を設ける場合に適用される。

整備内容 ●　整備基準 ◎　望ましい基準

①出入口の構造等
幅は120㎝以上。ただし、やむを得な

い場合は80㎝以上。
同左。

②

車いす使用者の移動の支障となる段を

設けないこととし、やむを得ない場合は

傾斜路（４．傾斜路に規定）を設置。

同左。

③ 出入り口及び車いす使

用者用観覧スペース及

び車いす使用者等に配

慮した便所との間の経

路を構成する通路の構

造等

幅は120㎝以上。やむを得ない場合は

80㎝以上。この場合、通路の末端の付

近の広さを車いすの転回に支障のない

ものとする。

同左。

④

車いす使用者の移動の支障となる段を

設けないこととし、やむを得ない場合は

傾斜路（４．傾斜路に規定）を設けること。

同左。

⑤
縦断勾配は４％以下。やむを得ない場

合は８％以下。
同左。

⑥
横断勾配は１％以下。やむを得ない場合

は２％以下。
同左。

⑦ 路面はすべりにくい仕上げとする。 同左。

⑧ 車いす使用者用観

覧スペースの設置

数

当該施設の収容定員が200以下の場合

は、収容定員に50分の１を乗じて得た

数以上、200以上の場合は、収容定員

に100分の１を乗じて得た数以上に２

を加えた数以上。

同左。

⑨ 車いす使用者用観

覧スペースの構造

等

１箇所あたり、幅は90㎝以上。奥行き

は120㎝以上。
同左。

⑩
車いす使用者が利用する際に支障とな

る段を設けない。
同左。
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○印…整備基準及び望ましい基準　/　●印…整備基準　/　◎印…望ましい基準　/　無印…参考寸法等

解説

３
．
公
園　

15
．
野
外
劇
場
・
16
．
野
外
音
楽
堂

２．４. 整備基準等の解説

◆野外劇場について、設置する場合、車いす使用者等に配慮することを求めています。

◆野外音楽堂について、設置する場合、車いす使用者等に配慮することを求めています。

◆ 「120㎝」とは、車いすで通行しやすく、人が横向きになれば車いすとすれ違え、松葉杖使用者が円

滑に通過できる幅です。

◆「80㎝」とは車いすの通過に支障がない幅です。

◆ 車いす使用者が通過する際に支障となる段を設けないことを原則として求めており、地形の状況その他

の理由によりやむを得ず段を設ける場合は、４．傾斜路にて規定している構造の傾斜路を併設すること

を求めています。

◆車いす使用者用観覧スペースの設置数は基準に基づき、算定すると以下のとおりとなります。

計画収容者数（人） 必要数

   ～ 50 １

 51 ～ 100 ２

101 ～ 150 ３

151 ～ 200 ４

201 ～ 300 ５



【４．路外駐車場】

１．車いす使用者用駐車施設

２．路外駐車場移動円滑化経路 別表第８
整　１項一号～八号→P174

134134

基本的な考え方

解説表

４
．
路
外
駐
車
場　

１
．
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
・
２
．
路
外
駐
車
場
移
動
円
滑
化
経
路

● 当該施設から道又は公園、広場その他空地までの経路のうち１以上を高齢者、障害者等が円滑に利用

できる経路とすること。

整備内容 ●　整備基準 ◎　望ましい基準

①段差
経路上には段を設けない。ただし、傾

斜路を併設する場合はこの限りでない。

②出入口 出入口の幅は 80㎝以上とする。

③経路幅

経路の幅は 120㎝以上とし、50m 以内

毎に車いすの転回に支障がない場所を

設ける。

④ 傾斜路を設ける

　場合の構造

幅は段に代わるものにあっては 120㎝

以上、段に併設するもにあっては 90㎝

以上とする。

勾配は 1／12 を超えない。ただし高さ

が 16㎝以下の場合は１／８を超えない。

高さが 75㎝を超えるもの（勾配が１／

20 を超えるものに限る）にあっては、

高さ 75㎝以内毎に踏幅が 150㎝以上の

踊り場を設ける。

勾配が１／12 を超え、又は高さが 16

㎝を超え、かつ、勾配が１／20 を超え

る傾斜がある場合には手すりを設ける。

● 建築物以外の路外駐車場については、最低１箇所は整備基準を満たす車いす使用者用駐車施設を設け

ること。

整備内容 ●　整備基準 ◎　望ましい基準

①駐車場の幅 幅は 350㎝以上。

②案内表示
車いす使用者用である旨を見やすい方

法により表示すること。

③ アクセス等の確保

当該施設から道又は公園、広場その他

の空地までの経路（路外駐車場移動円

滑化経路）の長さができるだけ短くな

る位置に設けること。

１．車いす使用者用駐車施設

２．路外駐車場移動円滑化経路



別表第４
整　１項一号
望　１項一号

移動円滑化経路

●出入口80㎝以上

135135

120cm以上移動円滑化経路

【案内表示及び寸法等】 【傾斜路の例】
４
．
路
外
駐
車
場　

１
．
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
・
２
．
路
外
駐
車
場
移
動
円
滑
化
経
路

○印…整備基準及び望ましい基準　/　●印…整備基準　/　◎印…望ましい基準　/　無印…参考寸法等

● ●

２．４. 整備基準等の解説



【５．住宅開発団地】

１．団地内歩道 別表第９
整　１項→P175

基本的な考え方

解説表

2

基本的な考え方

解説表

136136

２．４. 整備基準等の解説

○印…整備基準及び望ましい基準　/　●印…整備基準　/　◎印…望ましい基準　/　無印…参考寸法等

５
．
住
宅
開
発
団
地　

１
．
団
地
内
歩
道



基本的な考え方

3

137137

【５．住宅開発団地】

２．団地内公園 別表第９
整　２項→P175

解説表

５
．
住
宅
開
発
団
地　

２
．
団
地
内
公
園

○印…整備基準及び望ましい基準　/　●印…整備基準　/　◎印…望ましい基準　/　無印…参考寸法等

解説

２．４. 整備基準等の解説


